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早いも ので， 本年 4 月 K 工学 部長K就任致 しま して
か ら ， も う 2 ク月 余 b がたちま した。新 しい職務へ の
対応、K追われ る毎日で． ま だ所感などを述べる よ う ま
心境ではどざいま せんが， ζ の機会 を なか り して， 移
転K あた り ま して む御礼や らb願いやらを二， 三述べ
させて 載 き 費す。
挨
工学部の多年の懸案であ り ， ま た学内 の皆様K も 大
変ど心配をま？掛け し ， ま たど協力を戴いて 参 り ま した
五福移転が ， 名、陰 を も ち ま して愈々実現の運び と 左 .!'J,
本年 4 月 よ り 待望 の新校舎建設の ス タートが切 ら れま
した。 ま と と K喜ば し いかぎりで あ り ま し て ， ま さK
工学 部の歴史 の上K一つの時代 を画す る も の と 申せを
しよう。移転 の実現忙 よ り を して，各学部 と の交流 と 連
帯は一層深ま り ， それ を通 して 工学 部の教育研究のポ
テンシャル も 一段 と 高ま り ， ひいて はわが富山大学の
発展 K も幾何かの貢献が 出来る も の と 晃精 し て 念 り ま
す。
振返っ てみま す と ， 昭和 3 9 年K 工学部教授会で始
めて 五福移転が決議 され ま して以来， 実Kzo年 K な
ん 左ん と す る ， ま と と K長〈けわ し い 道 の り でどざい
ま したが ， と の厳 し い道を乗 b とえていま 宿願の達成
をみる と と が 出来ま した の も ， ひ と えK学 内外 の実 K
拶
工学部長 位 崎 敏 男
多数の方々の絶 大 左 ど努力の賜で あ る と と は 申すま で
も あ り ま せん。 と�K 工学部を代 表いた しま して ， 関
係各 位 のど尽力K対し深甚な謝意を 表する 次第で あ b
ま す。 念会ま た， 今 後新営工事の進展K伴左 い を して ，
学 内各位 K直接間接K何か と ど迷惑 をまF掛けする と と
が多いか と 思いま すが， よろ し く ど理解 と ど支援 の程
を 念願い致 し ま す。
五福 キャン パ ス K新生工学部D誕 生をみる日 も 間近
いこ と と 左 b ま したが， しか し工学部と しま しては と
れ で事が終 ったわけ では あ り ま せん 。新 しい革袋Kは
新しい酒を のた と え も あ り ま す よ う K ， それKふさわ
しい内容の 充実がなければ 左 り ま せん。 移転問題 と も
関連 して 工学 部の整備拡充が停滞 して いる と と は 自 他
共K認め る 所で あ り ま す。 したがいま して と の度の五
福移転は ， 工学部 の整備拡充 と い う 新しい目標への 出
発点で左 ければな ら ないか と 考えま す。厳 しい国の財
政事情や ， 工学教育 K発想、 の転換が問われている昨今
の状勢を考え ま す と ， と れ も ま た誠K厳 しい道 で あろ
う と と は容易K想像で き ま すが ， 新 しい工学部像を模
索 し左 が ら粘 り 強〈取組んで行かなければな ら 左 い も
の と 思いま す。関係各位 の格別 の ど支援 を重ねて b願
い申 し上げる 次第で あPま す。
学 生 部 長 に 就 任 し て
一一一
教官 ・ 学生諸君K期待するとと一一一
本学K赴任 し て （ 昭和5 1年 4 月 ） ，私は． 二つの
と と K驚いた。 一つは ， メ イ ン ス トリート の車の騒音
で あ り ， いま 一つは， 大学祭K なけ る夜を徹 して の学
生の狂漏ぷ り でるる。 前者Kついて は ，大学が早急K
適切在方策を講ずべき ζとを「当局へ のb願い」 と 題
して ， 新任教官の挨拶Kかえ， 「学園エユース」 （ J仮 2 0) 
K載せた3 後者Kついては， 大学の周辺K住み ， その
被害 を諸K受けた住民 の一人と し て， 当時の岩淵学生
部長 K抗議 と 善処方 を強〈求めた し， 文理学部教授会
Kも同じ趣旨 の と と を要望 した。
爾来？年余 り ， その問私tl， 発足時の交通対策委員
学生部長 本 田 弘
長を途中か ら引 き 受けた し， 今 回 学生部長の職K就い
え。
各機 関，関 係者の努力， 学生諸君の 自 主的規制等で
大学祭 Kついて は ， 在 な充 分では左 い と して も 事態 の
改善が見 られ る よ う K 在 っ た。 しか し ， 車の騒音Kつ
いては， 英断 と 不 断 の地道左努力の積み重ね と が 左 け
れば， 事態の 改善は， 容易では 左 いで あろ う 。
本学の教育研究条件一般を更K よ J よ く整え る と と
Kついて， 評議会，各学 部 ・ 教養部教授会， 学生諸君
自身等がど の程度の自覚 と 認識 と を も っ て いる の で あ
ろ う か。 現実の事態 を見 る と き ， 秘L よ b→藍耳醍琵期
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待 したい気持で あ る。
ただ， と と では． 本学が抱える諸問題の う ちり若干
学 生 の立場等に つ い て
昭和 4 3年の東大紛争を契機 と す る 昭和 4 4 年から
昭和 4 5 ～ 6 年Kかけての全国諸大学K見 ら れた学園
紛争の折， 学生の立場 ・ 地位Kついて も 検討が重ね ら
れた。 一般 K， 大学は， 真理探究 の府 と し て存在す る
と い う 大学の位置づけは， 自 明の と と だ と して も ， 大
学が抱える 諸問題を解決する基点（＇；t， 常Kか よ う 左 大
学の位置づけを確認 してかかる と ζ ろK 存す る ， と 言
え よ う 。
ま た ， 大学が も っ学聞の 自由， 自 治は， 教官は も と
よ b ， 学生K も 等 し く 備毒され左 ければな ら 左 い し，
その限 b �j;,�いて は． 教官 と 学生と の立場は ， 対等で
あ る 。 更 K ま た，教育研究機関と して の共同体を構成
する重要左 構成員 と しての資格を学生諸君 も も つわけ
で あP， 乙の認識は，学園紛争以後 定着 した考え方 と
見て よ い， と 思われる。
したがっ て， 学生諸君が 評議会や教授会等K対 し て
行 う 批判や意見は． それが妥当性 を も っ限 り ， 充 分教
育研究計画の内 容 ・ 方法及 びそ のための諸施策等の中
K取 り 入れ ら れていか左 ければ左 ら 左 い も の で あ る 。
しか も ， 大学 K学生諸君の批判や意 見が活穣K展開さ
れる と と の保障が あ り ， ま た． 評議会．教授会等がそ
う した学生諸君 の主張K耳を 傾け る と と が 左 ければ．
評議会や教授 会等の機能， あ る いは教官 自身の頭脳が
硬直化 し， 大学 自身の も つ創造 的探究の営み と 社会一
般K 対する批判の府 と しての資格が失われる 危険性が
あ る 。
しか し左 が ら ， 学生諸君Kは大学や学 部等の管理運
営K参加する と と は，許され 左 い。 ま た，教育研究は．
政 治的K は中立の立場が堅持され 左 け れば左 ら 左 いか
ら， 学生諸君の大 学K対する 批判や意見 も ， 純粋に教
育研究条件や内容の 改善K連左 る も の で左 ければな ら
ない し， そ と K， 学生諸君 も ま た守 らなければ 左 らま
い節度 と 限界があ る。
ち 左みK ， 学寮問題を巡っ て昨年度か ら， 大学側 と
寮生 と の間 K 見 られる対立は． 厳 し く ， 憂慮され る 事
態さえ生 じ て い る。
しかし翻っ て考えれば， 現行の学寮規則 ・ 細目：が
教 官 の 教 育上の責務に つ い て
の と と K触れて， 学園の静誼 と い う と と Kついて．教
官， 学生諸君の協力をまp願いしたい と 思 う 。
設け られた のは ， 昭和 4 0 年で あ る。 と の間移行措置
等様様左事情K よ り， 完全 左実施の遅れてい る と と は，
やむをえ左 い と と で あ る と して も ，ほほ 1 8年間 と い
う 年 月 は． 余 b k も 長 いの では左 いだろ う か。 したが
っ て， 本年 2 月 評議会が学寮規則 ・ 細目。早急の実施
を再確認した と と は． 極めて当然な と と だ と言 わ 左 け
れば左 ら 左 いυ 評議会は， 大学の 管理機関と して， 自ら
が 決定 した諸規則等の実施上の責任を も 負う てい る か
ら で あ る 。 ま た ， ま 志子 学寮問題K言及すれば， 富山大
学発足K際し 旧制高等学校等の寮 も ま た本学の学寮
と して発足 したっ しか し ， 学寮の制度上の位置づけ，
運営等 は，ほほ従前どな り の理念 K基づいていたと 見
られ る の で あ る。 すなわち， 旧制の諸学校が教育上の
一環 と して保持 していた寮の諸 制度 ・ 慣行 もそ の雷継
承する 措置が と られた と い う と と であ る し， 大学 と し
て の 学寮が 本来どの よ う 左 理念 と基礎の上 K設置，運
営され る べ き かの問題は． 残された， と考え られ る の
で あ る 。 本学について言えば， そ う した諸問題の見直
しが行われて． 昭和 4 0 年漸 く 大学 と し ての学寮K 相
当す る 規則等の改正が行われたも の， と私は解す る 。
したが っ て ， そ う だ と すれば， 寮生諸君K学寮規則
・ 細目K強い反対， 批判の存する 乙 と は， 充分承知 し
てい る も の の ， しか し． 反対は． 反対 と し 左が ら も ，
さ し あたタま ずは とれ を 了 と して． 乙 の学寮規則 ・ 細
目K 即 して 学寮生活を営んで も ら いたいので あ る。 し
か も ， 学寮規則 ・ 細目Kどの よ う 左 不備 ・ 欠陥が存す
るかは． そ の実行を と b して しか実証されえ 左 いので
あ る か ら ， ただ観念的 K のみ反対を主張する と と は，
真理の探究を志す者K相応 し い と と では 左 い と い う と
と K 左 る の では 左 かろ う か。
そ して， も し実施の過程�j;,�いて． 規則 ・ 細目K 不
備 ・ 欠陥の存する と と が明確に左 れば． その時点K 沿
いて ， 規則 ・ 細目の改正を求め る ：続が と られ る べ き
で あ る し ， それが大学を含め ての 今日の日本の社会K
定着する民主主義の基本原理で あろ う 。 左 K よ り も 寮
生諸君の 自覚 と 自重を求め る 次第であ る。
繰 り 返すま で も 左 〈， 大学は，教育研究機関で あ.！：＞ , 教官 は．教育研究の営為を直接担当する と と も K， 教
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授会 ， 評議会 の構成員 と し ては ， 大学， あ る いは学部
．教養 部の管理運営上の責任 を も も っ 。
と と ろで， と と で創れたいのは ， 各教官周知の と と
で あ る か も し れ 左 いが，教育 と い う営み Kつ いてで あ
る。大学教育 は ， 教育課 程 と 時間割K即 して ， 主 と し
て教室 で行われる 。 したが っ て ， 教育 と は， 授業実施
の と と のみ で あ り ， 教室外での 学生の行動K教官 は，
直接係 わ b がない と いう よう左 見解が存する か も し れ
左 い。端的K言えば ， 補導 と いう概念K属す る 事が ら
Kつ いては， 教官が と れK直接与 らないと いう見解で
ある 。
しかし学生補導の基本方針は ， 全学補導協議会，
学寮委員会， 学部 ・ 教養 部補導委員会等で検討され，
評議会 ・ 教授会が決定する教育上の重要念事が ら で あ
る 。 そうだ と すれば， 補導 と いう範時K属する事が ら
と 教室 と 自宅 と の三者の聞を ただ往復さえ してきFれば，
それで 自己の職責が果されてい る と いう と と K は 左 ら
ない。本学の キ ャ ンパスの車 の騒音を含め，学園内の
学生一般の諸活動のう ち， も しそ と K学生の守る べ き
節度や限界 を 超え る も のが存在する と す れば， そう し
た事態 K 対す る 学生指導は ， すべて 教官の 職務K属す
る教育活動だ と いう と と vc� る わけ で あ る 。
端的K言 っ て， 本 学(IC:S,�いては， 静誼在 学園の秩序
が 念事F十 分 Kは保持さ れて いま い， と 私K は見受け ら
れ る の で あ る 。 各教官は， か よ う念事態 を 率直K認識
さ れ る と と も K， 学 部・教養部の枠を超えて相協力 し，
本学が抱え る 諸f輔の解 決K あた る と と がなければ ，
すぐれた 教育研究条件の確立は， �かなか望め左 い の
で は 左かろうか。
も ま た当然教官の教育 活動の 中 K含ま れ る も の で あ り ， 本学の教職員 ， 学生諸君は ， 本学が真理探究の府K
学生部 を 中 心 と して の事務官の 直接関与すべ き も ので よ b 相応 しい秩序の 上K存立す る よ う一層の努力 を傾
念い と いう と と K在 る 。更K言えば， 教官は ， 研究室 け ら れ る と と を ，私は願 っ て い る 。
o服部 良久













o古田 俊吉 助教授 （ 経済学部 ） 5 8 . 4. 1 
昭 5 0. 3 神戸商科大 学大学院経済学研究科博士
課 程単位取得退学
昭 5 5. 3 京都大学大学院文学研究科国史学専攻 担当：財政 学
博士課程単位取得退学 o武脇 誠 助手 （ 経済学 部 ） 5 8 . 4. 1 
担当：日本史学
o神谷 重徳 教授 （ 教育学部 ） 5 8. 4. 1 
昭 4 2 . 3 京都 大学大学院医学研究科博士課程修
了
担当：障害児病理
o丹羽 洋介 助教授 （ 教育学部 ） 5 8 . 4. 1 6 
昭4 3. 3 東京芸術大学大学院美術研究科修士課
程修了
担当：絵画
o塚田 泰彦 講師 （ 教育学部 ） 5 8 . 4. 1 
昭5 8 . 3 一橋大学大学院商学研究科博士課程退
学
担当：管理会計
o松浦 郁也 教授 （ 理学 部 ） 5 8. 4. 1 
昭 3 5. 3 大阪府立大 学大学院工学研究科博士課
程単位取得退学 （ 昭 35.1 1. 30 工場等士 ）
担当：物理化学
o溝口 常俊 助教授 （ 教養部 ） 5 8. 4. 1 
昭5 4. 3 名古屋大学大学院文 学研究科博士課程
単位取得退学
昭 5 3. 3 東京教育大学大学院教育学研 究科修士 担当：地理学
課 程修了 o中河 伸俊 講師 （ 教養部 ） 5 8. 4. 1 6 
担当：国語科教育
o荻原 洋 講師 （ 教育学部 ） 5 8 . 4. 1 
昭 5 6 . 3 東北大学大学院文学研究科修士課程修
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私は と れ ま での 3 2 年余 を，
三重 ， 京都， 奈良で過ど してき
ま した。古い歴史 と 文化 を も っ
関西での温室 的 念生活 K区切 り
をつけ ， 富山K転任する ζ と が
決ま った と き ， 正直左 と と ろさ
あ大変だ ぞまF ， と 思 っ た も の で
す。
きて富山 K来てみれば， 誰 し も 同 じ と と で しょ う が ，
ま ず ， 真白左立山の峰々 の感動的 左 美 しき， 学生時 代
K登 っ たと と の あ る ， 見がほえの あ る形の 山々が街の
う しろKパノ ラ マの よ う K盤立してい る ， と れ K感激
しま した。 以来好天の日 Kは飽 き ずK仰ぎ見なが ら の
毎日です。車 での帰路 ， 富山大橋か ら の眺め はすば ら
し く ， 山 Kみ と れて追突 しそ う K 左 った と と も ありま
した。 美 し い 山 を見てい る と 私は， 美女K対 してと 同
じ よ う K ， 近 く へ行 き ， 触れた く 左 りま す。 登りたぐ
左 b ま す。 事実早速， 山麓 ま では 出 かけ ま したが， 少
し体 を鍛え 念け れば登山は無理 左 ょ う です。 海が近〈 ，
魚介 の美味 し い と と も ， 胃袋人間たる 私Kは何 よ りで
す。 新鮮左 ホタル イ カ を食べ る Kは ， 自 分で漁 b k行
く のが一番だろ う と ， 深夜バケツ を も っ て四方の海岸
へ も 出かけま した。 イ カ も 私 の凄 じい殺気（食い気 ）
富 山
富山K 来ても う 1 カ 月 以上た
ち ， 大学や町の左 かの様子 も だ
んだんわかっ て く る と ， と れ ま
で の 自 分 を も う 一度見つめ直 し
てみ よ う と 思 う と と が ありま す。
私は ， と の地K来る ま では奈
良市内 K住ん でいて， 京都市の
大学K 行 っ てまFりま した。 いわ
ば古代 の都の あ っ た地K日常的 K接 していたわけ です。
私が日本古代史 を専攻する よ う K 在 っ たのは， 郷土の
歴史を学ほ う と い う 積極 的姿勢 ではない Kせ よ ， と の
よ う 左環境K多少左 り と も 影響さ れていた と いえる で
雑 感
人文学部助教授 服 部 良 久
を感 じたのか成果は無 し で したが ， 焚 き 火 を して獲物
を待っ ていた と き Kは， 縄文人 も か く や， と の興奮 と
充実を覚えた次第です。 子供 を 連れ てき て沿れば「ワ
ン パクで も いい……。 J と 叫んだと と で しょ う 。 と れ
か ら夏 ， 初秋Kかけて， 京都や奈良 と は異左 る野性 的
左富山 の 自 然 （ と その産物 ） を楽 しむ機会は多いだろ
う と ， 胸 を と き めカ〉せてい る と のどろです。....・H・－－そ
れで冬はど う ま の で しょ う か。 富山の冬の生活の厳 し
さ K つい てはいろいろ聞い てい ま すが， それで も 心配
で よ く 人Kたずねま す。 学生諸君K しっ と く たずねる
と ， 「折角良い気候K 在 っ たの だか ら ， 冬 の話はやめ
ま し主 う 。」 と い われ， 益々 不安K 左 りま す。 世界で
も っ と も 厳 しい一気候帯の生活 を 体験されたあ る先生
は ， 私の と の質問K 対 し ， 「パ カモン ， そん 左 と と き
く 念。一冬越せばわかる 。 J と 一喝され ま した。 その
と なり 念。で し ょ う 。冬を越 した と き ， 私の富山観は
変わ る で しょ う か。 私 自身は ， 尾羽打ち枯 ら した烏の
よ う K 在 っ ているか ， 或いは「ワン パクで も いい… …
・・」 と 叫ぶか の父親の如 く あ る のか……。 今次第K濃
青色K左 りつつあ る 立山連峰が再び白 く 念る と き ， 私
も 冬の重さ を感 じ る と と で し主 う 。 そ して再び春 を迎
え， 乙の山々 をやはり美 しい と感 じた ら ， 私も 富山人
K 在 る のか も しれま ぜん。
来 て
人文 学部講師 櫛 木 謙 周
し よ う 。
古代 では確かK奈良や京都は政 治 ・ 経済の 中 心であ
り， と の地域の研究の重要性は決 して否定で き ま 控ん。
しか し， ζ の よ う な「中央」は「地方Jが あ っ ては じ
めて成り立つもの ですしそ も そ も 「中央」と いい ，
「地方」 と いい， それぞれが主体性 を も っ た地域 の歴
史 と して見 ら れ る よ う K 在 っ ては じめて， 都が中央で
あった真の意味 も わかっ て く る の ではないかと 考えま
す。 その意味で． 奈良 ・ 京都か ら離れた と と ろK身 を
置いて生活 し， 勉強 する と と は 自 分K と っ て非常K重
要左 と とだ と 思いま す。
随分 自 分勝手な号、いつ き を書いて しま いま したが ，
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とれか ら長〈学問や生活Kついて じ っ く り 考え， 語り あえる 場を得て幸せ K思いま す。
新 任 に あ た つ て
早い も ので． 関西 よ り 着任 し
て 2 ヶ月 K念 る の K ， つ い昨日
の と との よ う K思われて 左 り ま
せん。 2 0 余 年 も の長 い間． 京
都大学医 学部を振り 出 しK精神
医学を やっ て来た者が ， 縁 あ っ
てはか らず も ． はたけちがいの
教育学部 で障害児病理を担当す
る と と K 念りま した。 精神医学 と 特殊教育学 と の はざ
ま K立って， 両：者の統合 と い う 発想、の転換を迫られて
い る の を ひ しひしと 感ん じて な り ま す。一体何をすれ
ば よ いのか，さて叉何が 出来る のだろ う か と い う 疑問
を絶えず 自 分 K投げかける と の頃です。
とれま でに接じた皆さんKは何かと 親切K相談 K の
っ て頂け る の で感謝してなり ま す。がこれは大学の 内
での話。止むを 得ぬ事情で ， 近頃珍 し く も 左 い単身赴
任の形を と り ， 研究の 都合 も あ っ て関西へ の往復を く
り か え してい る 現状念 ので ， 富山の人情，地理K触れ
る のは之か ら で あ b ま す。
新
任
富山大学 K来てか ら ， ほほ一
ヶ月 が過ぎま した。 1 0 年来 ，
住み慣れた鎌倉を 去 っ て ， 家族
共々 K 新 し い生活K少 し戸惑い
ま が ら も ，早〈慣れ よ う と して
いま す。
美術科の絵画を担当 で，私の
専聞はプ レ ス コ画と 言 う ，西洋
の伝統的 左 壁画技法です。絵 と 聞けば ， キャンパス や
画用紙 K のみ描 く も の と思われてい る の で ， 砂 と 石灰







私が専攻 す る精神科領域tr， いつ も地域の人々の価
値感と関連 してい るもの で あ り ま す。障害児教育 で も
同様で あ り ，そ の背景K あ る家の問題や関係者の態度
念ど Kつ いて も ， 富山な ら ではの人間理解 の しかえが
あ る で しょ う ο 私は？ とれ ま での臨床経験を 通 じて得
た精神医学の普通的知識 と いわ れ る も の で も ， 富山 と
い う 現実のなか で ， も う 一度時間 を かけて洗い 左 な し
てみたい と思いま す。
気候温暖左愛知県の三河地方K育ちま した故か，若
い頃雪国へ の慕情切なる も のがあ り ま したのKそ の機
会が左〈，髪K白い も の を 加える K到っ て漸〈念 願 を
達した次 第です。残雪 K輝〈立山 連峰。素晴 ら しさは
言わず も が 左 と はいえ， 仰ぎみ ら れ る日の意外 と 少 左
い のが 残念です。 と の夏は， その昔哨ぎ歩いた雲平一
太郎ー有峰の懐 しい山路を 中学生の息子と 2 人で逆K
辿・ってみるつ も り です。 文， 冬K は 年寄 り の冷水と か
らかわれて も ひ る ま ずK ス キ ー を楽 しみたい と 思 いま
す 。
挨 拶
教育学部助教授 丹 羽 洋 介
る フ レ ス コ画は，半ば左官屋さんの仕事の よ う です。
最新の技術や理論を実践する 大学の，最 も 高い場所
（ 第三教棟五階 ） で， 石灰と 砂を とねて い る のは， ち
ょ っ と 愉快左 と と だ と思い ま す。最 も 原始的 左素材や
行為か ら 出発 して， 未来Kつ 左 が る 研究がで き た ら 良
い 左 と ，思っ てい ま す。 と と ろで，今，私が一番 う れ し
い と と は， 5階の研究室へ の登 り 降 b が， あ ま り 苦 K
左 ら 左〈在 っ た と と です。学生が本気Kやる気をま？ と
















































































誌、 自販機 規制操 例， モーテル規制条 例念ども，政府の
役割と活動領域の限界を分析する上での重要念事 例K
他左bません。 現代の経済社会(IL i>�いては， 政策の規
範が多元化し，また価値が多様化してなり，ほとんど






りあえず「東京」， 「大阪J ' 
或いは気まぐれK「名古屋Jと
適当K答えるととKしている。
実のととろ， 東京で小学校 4 年

















































理学部教授 松 浦 郁 也
































仲間K は入れてもらえ左かったという。 4 0 0 年近く
たった今，やっと加賀藩のー領地へ迎えられたと， ま
ずは不出来左先祖K報告してbく べきであろうか。
きて， 地 理学を専攻する小生は目 下「日本�j:,.，.ける
畑作農村の史的展 開J J:,－.よび 「ネパール�iiサナる地域
間交流Jというテー マのもとK フィールド ワークK力
を入れて研究をしている。ととろが， 富山県は全国で
も屈指の水田率を示す 県である。 とのととは前者の畑














教養部助教授 溝 口 常 俊
ったといわざるを得 左レ司。とちらへ来てしばらくは相
当左げいていたが， 最近は黒部川扇状地等 水田地帯 で
も， 水田化される以前の景観を復元して ， その開発過
程を 明らかKするととK焦点を置けば 決して研究がで
き左い場所では左いとして気をとりままFしている。
もう一つのテー マK関して は， その構想を練るKあ
たって最高の土地へ来るととができたと喜んでいる。




ルンと呼ばれるピラミッド型の マテャプ チャレ（ 6, 9 9 a 











































子の変った 実家K戻っても， やはり私は 自分が「旅の
























の住宅 団地の建設が目立つ左ど， そのstereo type 





















ロー マ のテルミニ周辺， フ ランクアルトの Alt Stadt, 
スペインの グ ランピア周辺等々印象K残る街だ。 小生
はそれらの街K入ると， 決って飲み屋K入った。 そと
では面白い話が聞けるからだ。
“ロンドンの動物園は高いね。親子で 1 0 ポンド
( 4, 8 0 0 円）も取られたよ。 その点 ，大英博物館は
無料でよかった。 ”“動物園の動物のエサ代 があがっ
て， 予算の金だけでは腹ーばいK左らんから，な客か




てな いたバ ッ グ が盗まれたと。俺たち （ フ ランス人）
じゃないよ。 あいつら （ジプシー，スペイン人） VL違
いねえ。 …… （最近，パリでも， 経済不況で，外国人
労働者の失業者が多〈，都市犯罪が増加し ている。） ”
とKかく，ダウンタウンの小ぎた左い飲み屋は， 気





度で安 〈， ぼられる事はまず無い。 な客の半数も 女性
客だ。 との夜の楽しい一時を， 男 性だけで独占してい














欧米では， 市民が都市計画 Kついてディスカ ッシ ョ
ンする場面が多い。 例えば，小生が住んでいたLon­
donのKi 1 burn 地区でも，住宅問題Kついての集会
があり，会場 では市役所の職員と直接ディスカッ ショ



















1 9 8 1 年くり返し使用の宇宙船として注目された
スペー スシャト ルは耐熱タ イル 1 4 0 枚K損傷を受け
て帰環した。 との損傷 は， 意外Kも ， 脱落した着氷体
の衝撃Kよるものであ った。 着氷は，氷点下 1 8 3 ℃ 
の液体酸素と氷点下 2 5 3℃の液体水素を収めた高 さ
4 7 mの主燃料タンクK発生した。 外壁を厚さ 3 cmの













一 日 一 日積み重ね進歩してゆかねば左ら左いjと言う。









大学 のあるポツダムは 日本の最 北端， 稚内と同緯度
Kある。 8 ・ 4 月，冷たい風K雪の舞う頃，細いパイ
プを打ち込まれたメープルの大木から甘い樹液の採取











1 8 0万悶の発電をしている。川はコンウオール の下
流でカナダ圏内K入るが， モント リオールの上流 4 0 
KmむととろK， 幅 1 Km，長さ 2 4. 5 Km の巨大左運河が
あb，セントロー レンスJllの流れの 8 割までを導き入
れて 1 5 7聞を発電するポハノイ発電所がある。一方，

























J.Colloid and Interface Science 編集長は
理学部長のKirker教授であり，ドイツから刊行され
るColloid and Polymer SeienceKは化学科主




























協t ij evi e教授は夜1 2 時すぎまで研究室�:t－－られ














センター長事務取扱 大 津 欽 治（教育学部長）
1. 実践センタ ーの発足
「学園ニュー ス」J鉱 4 0で， 建設途上の実践センタ
－ �ついて，その目的，業務内容並 びK組織， 施設の
規模，各研究室の機能等を紹介いえしましたが， 本 年
2 月 1 7 日同センタ 一新営工事の竣工をみ， 引き続き






















































果， 5 'I 年度は授業実 践研究システムと教育情報シス
テムの 2 システムが導入されまし た。授業 実践研究シ












材開発室， マイクロ ティーテン グ 室，訓練プロ グ ラム




するものと，大きく 3 通b k分けて考えてbります。
授業実 践研究K関するデータベースKは，授業 実践










































富山県費留学生 （教育学 部） 坂 尻 まゆみ｛ブラジJレ）
私は 自分の影が百本とは反対側Kくる南半球のブラ
ジJレの サン・バウロ市から富山県の県費留学生の一人



























今 年は， 富 山県も置県百 年と言う意味深 い年で，私
たちも海外からのな客様たちと御一緒させていただき，
県内のいろいろな所も 見せていただき，感動の連続で
した。その 中でも立 山は最高Kよかったです。文， 5
月 9 日 K行左われた置県百年記念式典Kも参加させて
いただき，ほんとうK幸運K思っています。左んだか







ってま；－.!'Jます。 ただ 日本語 カ司之十分左ので， 意味が全


























ねがいします。（Foi wn prazer enonne conhe­
cer esse pais e o povo maravilhoso, que 
me acolheu com bas tan te cal or humano. 
Agrade �o--lhes de todo o cora 戸0・ Mito 
o hr i gada）。（坂尻さんの ど両親は氷見市出身です。 ）
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圃 学生部だより
0 来春卒業予定の皆さんへ















































� 且月 �＆ 日日, '1 月 3 日， 
技 日









金沢樗衿j、�刑噛飴} 9 : 0 0 

























種 目 期 日
剣 道 男・女 q月8日
柔 道 男 7月8日バスク ッ Jトレポ ー 男・女 7月10日
水 詠 II 7月10日
ヨッ ト II 7月9日，10日
準硬式野球 男 場��·1占鈎飯野ハンドオ手ーJレ II 7月10日
空 手 道 II II 
弓 道 男・女 目
体 操 目 II 
自 動 車 II II 
創作舞踊 男・女 7月 9日
少林寺拳 法 II II 











9: 0 0 d根町諒回腸
io:oo 甜欣半対本青自自






競技方 法 及び 小種 目時（刷ぺ霊；観個へ（ト→メント） 1 
駅間；；r1ント）瀞許トーナメント戦8位叛単k
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一～～～～～ーー 人 文 教 育 経 済 理 工 計（場｝
北 海 道 1 1 ( 0.1 ) 
育 森 1 1 2 ( o. 2) 
岩 手
宮 城 1 1 ( 0.1 ) 
秋 田
山 形 2 2 ( 0.2 ) 
福 島 1 1 ( 0.1 ) 4択・． 城 1 1 ( 0.1 ) 
栃 木
群 馬 1 1 4 6 ( 0.5 ) 
埼 玉 1 4 1 6 ( 0.5 ) 
千 葉 2 2 ( 0.2) 
東 尽 3 3 ( 0.2) 
神 奈 JI I 2 2 ( 0.2 ) 
新 潟 5 6 6 2 19 ( 1.6 ) 
富 山 98 205 150 74 169 6 9 6 ( 5 8.4 ) 
石 Ill 2 7 22 40 25 51 165 ( 1 3.8 ) 
福 井 9 5 10 8 32 ( 2.7 ) 
山 梨 2 4 6 ( 0.5 ) 
長 野 3 1 1 1 6 ( 0.5 ) 
岐 阜 7 5 19 1 2 18 61 ( 5.1 ) 
静 岡 1 8 3 3 1 5 ( 1.2 ) 
愛 知 9 1 26 9 38 83 ( 6.9 ) 
一 重 1 4 3 1 9 ( o. 7 ) 
滋 賀 2 6 1 5 14 ( 1.2 ) 
京 都 4 5 2 11 ( 0. 9) 
大 阪 1 2 7 5 15 ( 1.2 ) 
兵 庫 1 1 11 1 5 1 9 ( 1.6 ) 
奈 良 2 2 ( 0.2 ) 
芳日 歌 山
，鳥 取 1 1 ( 0.1 ) 
島 根 1 1 ( 0.1 ) 
岡 山 1 1 2 ( 0.2 ) 
広 島 1 1 ( 0.1 ) 
山 口
得、 島 1 1 ( 0.1 ) 
香 ！｜｜ 
愛 援
局 知 1 1 ( 0.1 ) 




大 分 1 1 ( 0.1 ) 
宮 崎 1 1 ( 0.1 ) 
鹿 児 島 1 1 ( 0.1 ) 
沖 縄
言十 169 240 299 180 304 1,1 9 2 ( 1 0 0.0 ) 
·- 18ー
。 沼和57年度卒業 生進路〈就 職〉 状 況
昭和 5 8 年 5 月 1 日現在
訟ミヰ::i
卒業者数 重 ！i 義 整理F豪 就職者者 未就職者数 就 （ � � ） 率
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
文 文 弓必込Lι 科 3 1 3 。 。 1 3 。 。 1 1 0 0  。
理 理 づ，，，，，ー 科 2 。 2 。 。 。 。 。 2 。 。 。持－部r ι 
計 5 1 5 。 。 1 3 。 2 l 60  。
人
文
人 文 学 科 5 0  2 3  3 g  2 2  1 1  1 3 3  1 8  6 4 8 2.5 8 1.8 
語 学 文 学 科 2 5  6 2  2 2  5 4  3 8 2 1  4』 守 1 1 0  9 5.4 8 3.Q でA部品Tι一
計 7 5  8 5  6 1  7 6  1 4  g 5 4  6 5  ？ 1 4  8 7  83.3 
主 主枝言宗 是 2 5  1 0 4  2 5  1 0 0  。 4 2 4  8 2  1 1 8  9 6  8 2  教 喜 志校言宗 是 1 8  2 3  1 6  2 3  2 。 1 6  1 9  。 4 1 0 0 8 2.6 育 者J空 教是 l 22 1 2 1  。 1 1 1 2  。 9 1 0 0 5 7.1 企＋ も園言交 差 。 2 5  。 2 5  。 。 。 2 4  。 1 。 96 部
計 4 4  1 7 4 4 2  1 6 9  2 5 4 1  1 3  7 1 3 2  9 7.6 8 1.l 




経 営 学 科 1 0 1  1 0 9 3  8 8 2 9 3  8 。 。 1 0 0 1 0 0  
経 営 法 学 科 3 8  8 3 5  ？ 3 1 3 5  6 。 1 1 00 8 5.7 
計 2 3 0  2 6  2 1 4  22 1 6  4 2 1 4  2 0  。 2 1 00 9 0.9 
数 寸,u.ι 科 2 5  1 5  2 2  1 5  3 。 1 6  1 5  。 。 7 62 93.3 
理 物 理 学 科 3 0  5 2 4  4 6 1 1 8  2 6 2 7 5 5 0  
化寸戸崎ー
二長国子． 来ヰ 2 2  1 3  1 1  1 2  1 1  l 1 1  1 1  。 2 1 0 0  84.6 
生 物 学 科 1 3  9 g 9 4 。 6 6 3 3 8 5.7 6 6.6 
部
地 球 科 学 科 1 5  1 0  1 0  g 5 1 g 5 1 4 8 3.3 6 2.5 
計 1 0 5  5 2  7 6  4 9  2 9  3 60  .3 9 1 6  1 1  8 1.3 7 7!J 
電 気 工 学 科 5 8  。 5 0  。 8 。 5 0  。 。 0 1 1 0 0 。
工 業 化 学 科 40 2 3 5  2 5 。 34 2 1 。 9 7. 1  1 0 0  
工
金 属 工 学 科 3 0  。 20  。 1 0  。 1 9  。 1 。 9 5  。
寸員叫
’ 
機 械 工 学 科 4 8  。 4 4  。 4 。 4 3  。 1 。 9 7.7 。
生産機械工 学科 4 1  。 3 8  。 3 。 3 8  。 。 。 1 0 0  。
化 学 工 学 科 3 4  。 2 8  。 6 。 2 7  。 1 。 9 6.4 。部
電 子 工 学 科 4 2  。 3 4  。 8 。 3 4  。 。 。 1 0 0  。
計 2 9 3  2 2 4 9  2 4 4  。 245  2 4 。 9 8.4 1 0 0  
合 計 7 5 2 3 40 6 4 7  3 1 8  1 0 5  2 1  6 1 7  2 6 3  3 0  6 0  9 5.4 8 2.7 
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。 昭和67 年度卒業生産業別就職状況
昭和 5 8 年 5 月 1 日 現在
よご！ 人 教 経済学部 理 文 工 合 よご！ 人 教学育部 経済学部 理 文 工 合文 育寸部晶ーー4 で戸主f-』 理 ふ－岨r． 文�部¥: 必＋ 理 寸必同ーて必部見F一 合一部子国， 学部部 部 計 部 部 計
農 業 1 l 不 動 産 業
林 業 運 輸 ・ 倉 庫 業 1 8 1 2 12 
漁 業 ・ 水 産 養 殖 業 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 2 5 7 
鉱 業 1 1 マ3ミ 新 聞 ・ 出 版 11 2 1 14 
建 設 業 4 8 2 9 1 8  コ ラ ジ オ ・ テ レ ビ、、、
食 料 品 1 7 2 8 18 計 11 2 1 14 
織 維 8 1 7 11  広 告 ・ 観 光 業 1 l 
I事 属U 2 8 4 サ9 I 医 療 保 健 業 1 1 1 8 
製 化 寸《品h4 工 業 1 l 7 7 1 7  3 3  ピ 非 営 利 的 団 体 1 l 
.A 
石 油 ・ 石 炭 製品 2 2 公 共 企 業 体 等
鉄 鋼 4 4 計 1 2 2 5 
1、£旦乞 非 鉄 金 属 3 1 1 2 9 16 教 育 20 157 29 1 20 7  
金 属 製 品 9 16 25 ノd、a、ヘ 国 家 公 務 員 1 1 3  1 1 1 6  
一 般 機 械 器 具 2 8 2 34 41 務 地 方 公 務 員 11 3 18 3 7 42 
業 電 気 機 械 器 具 8 9 15  57 84 計 12 3 3 1  4 8 58 
輸送 用 機 械 器具 4 3 26 83 上 記 以 外 の も の 36 14 58 2 7  3 22 160 
精 密 機 械 器 具 1 1 2 4 8 合 計 119 1 78 234 99 8 247 880 
そ の 他 1 6 15  22 
計 18 8 53  81 196 301 
大企業 （妻賢）規 46 2 1 61 82 1 192 43也在ll'J、 商 事 ． 貿 易 3 1 3 2 9 
費涜 百貨店・ ス ー パ ー
模 時 （鯨）7 15  2 24 )JIJ 24 8 32 27  2 88 1 31 計 10 1 1 8  も 88 
就
銀 行 2 17 19 小企業 （開）金融 職 8 8 2 8 26 信用金庫・ 信用組合 16 16 
保険 保 険
先
業 2 12 14 企 業 以 外 41 168 33 38 9 289 
証券 ・ 商 品 取引 2 11 1 1 4  
計 6 56 1 6 8  
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。 学生 教育研 究災害傷 害保 険 の 改 善に つ い て
と の制度は ， 学生の教育研究活動中の災害事故K対
す る 全国的 左 救済制度 と し て 昭和 5 1 年 4 月 K設立さ
れた も のです。
り ますが ， と の た び更K 次の表の と な b 課外活動部分
を 中 心と す る 保険給付 内容の改善が図 ら れ ， 昭和 5 8 
年 生 月 1 日 以降K発生 し た傷害 K適用さ れる と と K 左
b ま し た。 保険 料拡 従前の と な り で変更 あ り ま せん。本保険 Kつ い ては ， 発足以来昭和 5 3 年 ， 昭和 5 5 
年の 2 回Kわ た っ て保険給付内容の改善が 図 ら れて 孝子
担 保 範 囲 倒換金の種慣 改 善 後 の 保 険 金 額 改 善 前 の 保 険 金 額
死 亡 1. 2 0 0 万円 l, 2 0 0 万円
現 正 課 中 後 遺 障 害 5 4 万円～ 1, 8 0 0 万円 5 4 万円～ 1, 8 0 0 万円
学 校 行 事 中 医 療 治療日 数4 日品L上 ・ 付表のと な り 治療日 数4 日以上 ・ 付表D と な り
行 入院 （ 日 額 ） 4, 0 0 0 円 4, 0 0 0 円
担 死 亡 6 0 0 万円K培顕 2 0 0 万円
キ ャ ンパス内の 後 遺 障 害 2 7 万円～ 9 0 0 万町亡増額 9 万円～ 3 0 0 万円
保 課列活動ヤ 医 療 治療日数 1 4 日 以上K短縮・ 付表Dとま；＞ .!J 治療 日数 3 0 日以上 ・付表のと i>"".!J
入院 （ 日額 ） 4, 0 0 0 円 4, 0 0 0 円
死 亡
追ー キャ ンパス列の 後 遺 障 害 同 上
課列活動中 医 療
力日 入院 （ 日額 ）
担 死 亡
キャ ンパス内の 後 遺 障 害 同 上
保 休 憩 中 医 療
入院 （ 日額 ）
位XU 従来， 不担保と 左 っ て い た航空機搭乗 中 （ 正課 ・ 学校行 事 ・ 課外活動 中 ） の災害事故Kついては ， 今回 の
改訂 で担保 さ れ る ζ と K左 b ま し た。
② キ ャ ン パ ス外の課外活動は ， 乙 の保険K沿いては大学K 届け 出 た活動 K在 っ て い ま す。
⑧ キ ャ ン パ ス 外の課外活動で次の も のは 除 き ま す。
山岳登はん ， リ ュ ー ジ ュ ， ポ フ．ス レ ー ， 航空機操縦 （ 自 家用航空機搭乗を含む。 ） ， グ ラ イ ダー操 縦 ， ス
カ イ ダ イ ビ ン グ ， ス キ ュ ー パ ダ イ ビ ン グ ， 外洋!'Ci>..け る ヨ ッ ト 操縦 ， パ ラ セ ー ル搭乗 ， ハ ン グ ラ イ ダー 搭乗 ，
そ の他 ζ れ ら K類す る危険 左 運動。
③ キ ャ ン パ ス 内 Kい る 間 で次の場合は担保 さ れ ま せん。
学寮Kい る 間 ， 大学が禁 じ た時間 も し く は場所K いる 間 ， ま たは 大学が禁 じた行為を 行 っ てい る問。
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表〉
平常の生活がで き る よ う K 在 る ま での治療 日 数 医療保険金額
治 療 日 数 1 日 ～ 8 日 円
目 4 ，、‘’ 6 6, 0 0 0 
帽 '1 ，、、， 1 8 1 5, 0 0 0 
田 1 4 ’“’ 2 9 8 o. 0 0 0 
冒 3 0 ～ 5 9 5 o. 0 0 0 
層 6 0 ，司、， 8 9 8 o. 0 0 0 
韓 9 0  ～ 1  1 9 1 1 0, 0 0 0 
国 1 2 0 ～ 1 4 9 1 4 o. 0 0 0 
曹 1 5 0 ～ 1  '1 9 1 '1 o. 0 0 0 
睡 1 8 0 ～ 2 6 9 2 0 o. 0 0 0 
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